
自転車利用環境整備について
～実績と課題～

水戸市
Mito City

さいたま市

自転車通行空間整備について

水戸市

通行指導の実施

現況・課題

水戸市では，主に高校生が自転車通学
をする通学路に自転車通行空間整備を
実施しています。

JR水戸駅

JR赤塚駅

水戸市役所

水城高校

水戸工業高校

水戸啓明高校

水戸桜ノ牧高校

整備路線
整備予定路線

千波２

千波２号線

狭い道路ですが，高校生が通学でよく利用しています。整備
前は，歩行者と自転車が混在していましたが，整備後は，自
転車が車道の左側を通行するようになりました。

幹線市道39号線

通称，水戸駅南中央通り。片側３車線の道路でしたが，うち１
車線分を自転車通行空間に転用しました。通行しやすいため，
車道を通行する自転車利用者が増加しました。

幹線39

幹線市道13号線

狭い道路ですが，高校生が通学でよく利用しています。整備
前は，歩行者と自転車が混在していましたが，整備後は，自
転車が車道の左側を通行するようになりました。

幹線13

幹線12

幹線21

幹線市道12号線，21号線

車道左側の通行空間を確保するために，エプロン部のない
排水構造物に替えたり，文字の路面表示を整備するなどの
工夫を行った。

水戸市では，自転車通行空間整備路線において，市職員による通行指導を実施しています。実施に
当たっては，警察や学校と連携しています。

自転車のルール・マナーを周知するほか，路面表示の意味を伝えたり，ドライバーに対し，自転車も
車道を走るということを啓発する目的があります。

整備路線でも，通行指導をしていない路線は，車道左側通行遵守率が上がりにくく，整備と指導，
ハードとソフトの両方を実施することが重要だと考えています。

自転車通行空間整備に当たっては，警察の自転車横断帯消去と一体的に進めている。

県道は路肩のない狭い道が多く，国道はバス専用レーンがあり，国・県道の整備が進んでいない。

自転車通行空間への路上駐
車が課題となっている。

通行指導の際に，宅配業者
は路地裏に停車するように
呼びかけている。

朝の通学時間帯に自転車通行空間を長
時間塞いでいたホテルの送迎バスにつ
いて，警察と連携し，車道以外に止める
よう指導した。

整備前


